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藤沢市

バリアフリー化基本方針

平成14年9月

（平成27年3月 一部改正）

藤　　沢　　市
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１．本計画の位置づけ
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２．都市構造の把握
２－１　高齢化率の推移



出典：平成22年以前のデータは国勢調査「総務庁統計局」による

　　　　　　　　平成27年以後のデータは国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成25年3月推計）」による。
図２－１　高齢化率の推移
２－２　障がい者の推移


図２－２　障がい者率の推移

表２－１　障がい者数の推移

（人）　　

	　
	身体障がい
	知的障がい
	精神障がい
	合計
	市人口

	平成18年
	8,689
	1,717
	1,372
	11,778
	396,136

	平成19年
	8,961
	1,775
	1,514
	12,250
	399,503

	平成20年
	9,228
	1,827
	1,614
	12,669
	402,842

	平成21年
	9,422
	1,970
	1,738
	13,130
	405,939

	平成22年
	9,726
	2,060
	1,945
	13,731
	408,161

	平成23年
	10,174
	2,165
	2,127
	14,466
	413,826

	平成24年
	10,313
	2,245
	2,303
	14,861
	416,756

	平成25年
	10,574
	2,344
	2,515
	15,433
	418,269

	平成26年
	10,763
	2,487
	2,678
	15,928
	418,417


出典：市政の概要
３．上位計画・将来構想の把握　


	藤沢市都市マスタープラン

	1 目標年次　策定年次（平成23年）よりおおむね20年の中長期
②計画の位置づけ
　　　都市計画法に基づき、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」と位置づけられ、今後の法定都市計画の決定に際しての指針となるものである。」
③目標とする都市　
○将来都市像　「自立するネットワーク都市」
　○将来フレーム　

　　・人口　　：２０３０年の居住人口を４０.３万人と想定
昼夜間就業人口の比率は１を目標

　　　・土地利用：都市と自然の共生のため都市的土地利用と自然的土地利用の調和を図る。
　　　　　　　　　活力ある都市機能を維持するため住居系土地利用、産業系土地利用及び公共系土地利用の調和を図る。
　○将来都市構造
　　　・交流、連携の骨格となる交通体系、交流の場となる都市拠点、自然空間体系、市街地構成、地区の構成の５つの要素で都市構造を形成
　　　・「藤沢」「辻堂」「湘南台」「健康と文化の森」「片瀬・江の島」「（仮）村岡新駅」の６地区について、都市拠点（都市機能が集積済み、今後集積が見込まれる地区）として設定
④都市づくりの基本方針（テーマ）
１）13地区別まちづくり
２）活力を生み出す都市づくり
３）低炭素社会構築に向けた都市づくり
４）災害に強く、安全な都市づくり
５）美しさに満ちた都市づくり

６) 広域的に連携するネットワークづくり



                                  図３－１　将来都市骨格図　(出典：藤沢市都市マスタープラン) 
表３－１　都市拠点の形成の方向　(出典：藤沢市都市マスタープラン)
	都市名
	整備方針

	藤　沢
	○多様な主体が連携した一体的な都心づくりの推進と藤沢の顔となる都市空間・景観の創造
○南北の連携強化とともに、歴史・文化の継承・活用やユニバーサルデザインによる回遊ネットワークの形成
○中心市街地再生にむけた各街区にふさわしい建物・機能更新の促進・誘導と公共公益施設の再配置・更新

	辻　堂
	○湘南C-X地区にふさわしい都市機能の計画的な集積の誘導・維持
○湘南C-X地区を核に周囲と連続した美しい街並みの継続的な誘導・維持
○連携強化にむけた交通結節機能の充実

	湘南台
	○本市北部の拠点にふさわしい文化・交流機能の充実・促進
○駅利用者が回遊したくなるにぎわいと質の高い都市空間・景観の形成にむけた検討
○交通結節機能の充実

	健康と
文化の森
	○学術研究、インキュベーション、健康医療研究、交流機能等の機能誘導・充実
○交通体系の整備進捗と併せ、大学施設等と一体となった計画的な質の高い拠点空間の形成・誘導
○健康の森における、地域活力に資する利活用促進の検討推進

	片瀬・江の島
	○湘南の観光拠点にふさわしいにぎわいと観光・交流機能の充実
○自然環境や歴史・文化を活かした景観・風致の保全・形成
○公共交通間の連携強化とユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの推進

	（仮）村岡
新駅
	○（仮）村岡新駅を中心としたコンパクトな都市機能集積にむけた検討
○交通結節点形成にむけた、鎌倉市と連携し一体となった都市整備の検討
○研究開発、生産、業務機能の維持・充実及び地域サービス機能の集積促進


４．交通施設現況の把握

４－１　鉄道







４－２　バス路線








４－３　駅乗降客数


表４－１　藤沢市内の駅の状況

	　
	一日あたり　　乗降客数　注1
（平成23年度）
	運行本数
注3
	優等列車の停車状況
	駅前広場の有無
注4
	バスブース数
注4

	
	
	上り
	下り
	
	
	

	ＪＲ　
	藤沢
	204,108  注2
	171
	170
	快速
	○
	北口9,南口7

	
	辻堂
	 100,406  注2
	142
	148
	－
	○
	北口6,南口4

	小田急電鉄
	長後 
	34,906
	150
	151
	急行
	○
	東口2,西口4

	
	湘南台 
	83,688
	171
	172
	急行、特急
	○
	東口3,西口6

	
	六会日大前 
	28,068
	121
	119
	－
	○
	東口1,西口1

	
	善行 
	26,339
	121
	119
	－
	○
	西口2

	
	藤沢本町 
	20,338
	121
	119
	－
	－
	－

	
	藤沢 
	154,193
	177
	128
	急行、特急
	○
	北口9,南口7

	
	本鵠沼 
	11,660
	116
	115
	急行
	－
	－

	
	鵠沼海岸 
	19,163
	116
	115
	急行
	－
	－

	
	片瀬江ノ島 
	17,307
	130
	急行、特急
	－
	－

	相模鉄道
	湘南台 
	26,598
	144
	快速
	○
	東口3,西口6

	横浜市
交通局　
	湘南台 
	44,849
	160
	－
	○
	東口3,西口6

	江ノ島電鉄
	藤沢
	23,607
	85
	－
	○
	北口9,南口7

	
	石上
	463
	85
	85
	－
	－
	－

	
	柳小路
	2,080
	85
	85
	－
	－
	－

	
	鵠沼
	4,217
	85
	85
	－
	－
	－

	
	湘南海岸
公園
	1,597
	85
	85
	－
	－
	－

	
	江ノ島
	6,646
	85
	86
	－
	－
	－

	湘南ﾓﾉﾚｰﾙ
	湘南江の島
	3,602
	131
	－
	－
	－

	
	目白山下 
	250
	131
	132
	－
	－
	－

	乗換駅
	藤沢
	381,908
	＊ＪＲ、小田急電鉄、江ノ島電鉄の合計値

	
	湘南台
	155,135
	＊小田急電鉄、相模鉄道、横浜市交通局の合計値


注１：統計年報「藤沢市」における年間乗降客数を365日で除すことにより算出した

注２：降車客数が公表されていないため、乗車客数を2倍することにより算出した

注３：平日に各駅を発車する本数を記載した。ＪＲ，小田急，江ノ電，相模鉄道，横浜市交通局，については各社ホームページによる

注４：小田急電鉄、神奈川中央交通、江ノ電バスホームページによる



図４－４　駅別乗降客数（平成23年）

４－４　駅におけるバリアフリー対応状況


表４－２　藤沢市内の駅におけるバリアフリー対応施設整備状況

（江ノ島電鉄、湘南モノレールについては現地調査結果（平成26年4月）による）

（ＪＲ，小田急電鉄，相模鉄道，横浜市交通局については各社ホームページによる）

	　
　
	現況
	将来計画

	
	駅舎

位置
	駅前広場～駅舎
	駅舎～ホーム
	車椅子利用
	

	
	
	エスカ

レーター
	エレベ
ーター
	スロープ
	備考
	エスカ

レーター
	エレベーター
	スロープ
	備考
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	藤沢
	ＪＲ
	橋上
	－
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	辻堂
	
	橋上
	●
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	長後
	小田急

電鉄
	橋上
	－
	●
	－
	
	－
	●
	－
	
	◎
	

	湘南台
	
	地下
	●
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	六会日大前
	
	橋上
	●
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	善行
	
	橋上
	－
	●
	－
	
	－
	●
	
	
	◎
	

	藤沢本町
	
	地上
	（段差なし）
	
	－
	●
	●
	下りホームのみスロープによりホームに到着する
	◎
	

	藤沢
	
	地上
	－
	－
	●
	
	（段差なし）
	
	◎
	

	本鵠沼
	
	地上
	－
	－
	●
	
	－
	－
	●
	スロープにより改札口を通らず直接ホームに到達する
	○
	

	鵠沼海岸
	
	地上
	（段差なし）
	
	－
	●
	●
	
	◎
	

	片瀬江ノ島
	
	地上
	（段差なし）
	
	（段差なし）
	
	◎
	

	湘南台
	相模鉄道
	地下
	●
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	湘南台
	横浜市

交通局
	地下
	●
	●
	－
	
	●
	●
	－
	
	◎
	

	藤沢
	江ノ島

電鉄
	ビル内

（2F）
	－
	●
	－
	エレベーターは小田急デパート営業時間内のみ利用可能
	（段差なし）
	
	◎
	

	石上
	
	（駅舎なし）
	－
	－
	●
	
	◎
	

	柳小路
	
	（駅舎なし）
	－
	－
	－
	
	－
	

	鵠沼
	
	地下
	－
	－
	－
	
	－
	●
	●
	
	○
	平成26年度に駅前広場から駅舎までのアクセスとしてエレベーターを
設置予定

	湘南海岸

公園
	
	地上
	（段差なし）
	
	－
	－
	－
	
	－
	

	江ノ島
	
	地上
	（段差なし）
	
	－
	－
	●
	
	◎
	

	湘南江の島
	湘南

ﾓﾉﾚｰﾙ
	ビル内

（4F）
	●
	－
	－
	2F～4F

まで
	－
	－
	－
	
	－
	

	目白山下
	
	高架
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－
	
	－
	


車椅子利用　◎：健常者とほぼ同様に利用可能　○：専用の経路を通行することにより利用可能　－：一人での利用は困難
　４－５　道路現況






５．主要施設の把握


表５－１　藤沢市内における主要施設数

	区　　分
	施　　　　設
	施設数
	出　　　　典

	公共施設
	市役所
	１
	2014年度版　藤沢生活情報誌　こんにちは藤沢市です
（湘南リビング新聞社」

	
	市民センター
	１１
	

	
	保健所、保健センター
	４
	

	
	公民館
	２
	

	
	公園（都市基幹、特殊、大規模公園）
	７
	2012年度　統計年報（藤沢市」

	
	図書館
	４
	2014年度版　藤沢生活情報誌　こんにちは藤沢市です

（湘南リビング新聞社」

	
	文化施設（文化センター、会館等）
	１１
	

	
	スポーツ施設（体育館、プール）
	７
	

	
	郵便局
	２
	

	
	警察署
	２
	

	商業施設
	大規模小売店舗（第１種）
	４８
	平成２６年度　地域に貢献している大型店一覧（藤沢市）

	病院
	病院
	１４
	2012年度　統計年報（藤沢市」

	福祉施設
	老人

福祉

施設
	老人

福祉法
	養護老人ホーム
	２
	平成25年版　市政の概要（藤沢市議会事務局）
各施設ホームページ

	
	
	
	特別養護老人ホーム
	１４
	

	
	
	
	老人福祉センター
	３
	

	
	
	
	老人デイサービスセンター
	４
	

	
	
	法外施設
	法外施設
	１８
	

	
	障がい者更生援護施設
	障がい者総合支援法
	障がい者療護施設
	１
	

	
	
	
	障がい者授産施設
	１
	社会福祉法人「光友会」ホームページ

	
	
	
	視聴覚障がい者
情報提供施設
	１
	視聴覚障がい者情報提供施設等一覧（厚生労働省）

	
	
	法外施設
	障がい者地域活動センター
	１
	神奈川県内障がい者地域作業所、
地域活動センター等の名簿（平成23年5月現在）

（神奈川県障がい者地域作業所連絡協議会）

	
	
	
	障がい者地域作業所
	１２
	

	学校

保育園
	保育園
	４７
	2014年度版　藤沢生活情報誌　こんにちは藤沢市です

（湘南リビング新聞社）

	
	学校
	大学
	４
	

	
	
	短期大学
	２
	

	
	
	高等学校
	１５
	

	
	
	中学校
	２５
	

	
	
	小学校
	３７
	

	
	
	幼稚園
	３５
	

	
	養護学校
	２
	

	その他
	観光地、博物館等
	１４
	藤沢市観光復興計画(2011年8月　藤沢市）


[image: image1.png]




（注）病院及び福祉施設については広域的な利用が想定されるため、隣接市町についても把握を行った。

図５－１　藤沢市内における主要施設位置
本計画は高齢者、障がい者等の移動の利便性及び安全性の向上を促進するため制定された「バリアフリー法」及び藤沢市行政の基本指針である「藤沢市市政運営の総合指針2016」等をふまえ、取り組むべき基本的な方向について定めたものである。





藤沢市バリアフリー化基本方針





整備にあたっての留意点


一体性、総合性な整備


地域住民・事業者との協動


心のバリアフリー


地区交通計画との連携





目　　　標


旅客施設


バスや鉄道車両等


道路や駅前広場


わかりやすい案内


沿道施設等


心のバリアフリー





進　　め　　方


① 地区特性別整備基本方針





② 重点整備地区の設定の考え方





③ 特定経路の設定の考え方





④ 住民参加





⑤ 施設別整備内容





⑥ 整備プログラム





自由・自立





自由で自立した暮らしを実現するまちづくりを支援





ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ





誰でも利用しやすい施設整備





市 民 参 加





多様な意見


の反映





即　効　性





既存施設の有効利用による即効性の実現





めざす都市像





藤沢市市政運営の総合指針2016





郷土愛あふれる藤沢





みんなの希望と笑顔があふれる健やかな暮らしを支えよう!








誰もが快適に移動できる交通まちづくりの推進





まちづくりテーマ5





施策





バリアフリー法





基本方針





バリアフリー化の意義･目標





市町村が講ずべき措置





交通事業者が講ずべき措置





基本構想の指針





バリアフリー化基準





４つの基本的視点





その他の事業計画





　　　　　各々の管理者が策定





路外駐車場特定事業計画





各重点整備地区の特定事業計画





公共交通特定事業計画





道路特定事業計画





交通安全特定事業計画





都市公園特定事業計画





建築物特定事業計画





藤沢市バリアフリー化推進個別計画(新規･既往)





※策定中





  整合 





図１－１　藤沢市バリアフリー化基本方針の位置付け





善行駅周辺地区移動円滑化基本構想（案）※





六会日大前駅周辺地区移動円滑化基本構想





湘南台駅周辺地区移動円滑化基本構想





藤沢駅周辺地区移動円滑化基本構想





重点整備地区指定によるバリアフリー化





歩行空間ネットワーク事業による道路のバリアフリー化





交通安全総点検事業による点検、啓発





自転車対策事業





高齢化率の推移は、平成2年に9.1%であったものが、年々上昇し、平成22年においては19.8%となっている。将来推計では平成32年において25.1%に達すると予測されている。





　平成26年における藤沢市の障がい者数（注）は15,928人であり、その内訳は身体障がい者数が10,763人と最も多く、ついで、精神障がい者数が2,678人となっている。平成18年度と比較すると、市人口における各障がい者数の割合は、精神障がい者数が最も増加しており、平成26年において市人口の0.64%に達している。


（注）身体障がい者は身体障がい者手帳所持者数、知的障がい者は療育手帳所持者数、


精神障がい者は精神障がい者保健福祉手帳所持者数





藤沢市都市マスタープランにおいて「都市機能が集積済み」、または「今後集積が見込まれる」地区として「藤沢」「辻堂」「湘南台」「健康と文化の森」「片瀬・江の島」「（仮）村岡新駅」の６地区があり、都市拠点に設定されている。





藤沢市の鉄道は、東西を走る東海道本線、南北を走る小田急江ノ島線、南部を走る江ノ島電鉄線、湘南モノレール線がある。これらに加え、平成９年には相模鉄道、平成１０年に横浜市交通局が湘南台へ乗り入れ、市北部から横浜方面へのアクセスが飛躍的に向上した。駅数としては市内に17駅が設置されている。





藤沢市








図４－１　鉄道路線図








図２－１　鉄道駅配置状況








藤沢市のバスは、東海道線の南側を主に江ノ電バスが、北側を神奈川中央交通バスが運行している。藤沢駅を中心として、辻堂駅、長後駅、湘南台駅、善行駅相互を連絡する運行形態となっており、市内のほぼ全域を運行している。市内の平均バス停間隔は467mである。





出典：藤沢市交通マスタープラン 


図４－２　バス路線状況








地区別の代表交通手段（注）の構成は、鵠沼、藤沢、善行、六会、長後といった小田急線沿線の地区で鉄道利用の割合が高い。一方、市北西部や南東部の鉄道のない地区では、自動車利用の割合が高い。


（注：代表交通手段･･･出発地～目的地までの移動の中でもっとも利用した距離が長い交通手段）





出典：東京都市圏パーソントリップ調査（H20）





藤沢市内の駅の一日あたり乗降客数（乗換駅は合計）は、藤沢駅が最も多く（381,908人）、ついで湘南台駅（155,135人）辻堂駅（100,406人）となっている。藤沢駅はＪＲ，小田急電鉄，江ノ島電鉄、湘南台駅は小田急電鉄，相模鉄道，横浜市交通局（地下鉄）が乗り入れており、駅前に多くのバス乗り場を有するバスターミナルが設置されているなど交通拠点を形成している。　





長後　











　　　　　　





5,189





34,906





155,135





28,068





26,339





20,338





381,908





11,660





19,163





17,307





463





2,080





4,217





1,597





3,602





一日当たり鉄道乗降客数(H23)





100,406











　


　　　　　





250





駅におけるバリアフリー対応施設の整備状況は、乗降客数の多い駅を中心にエレベーター、エスカレーター、スロープ、車いす対応トイレ等の設置が進められている。





藤沢市内における主要な幹線道路は、国道では国道１号ほか２路線、県道では戸塚茅ヶ崎線ほか17路線があり、これらを基軸とし、一般市道により道路網が形成されている。市北部の市街地では区画整理等が進んでおり、良好な道路網が形成されているが、古くから市街化した市南部においては、自然発生的に形成された市街地が連たんしており、幹線道路、生活道路ともに不十分な地区が存在する。





道路状況





一般有料道路





国道





その他市道





県道





出典：数値地図2500　神奈川１,２,６「国土地理院」


図４－５　市内道路網状況











国道134号





国道１号





国道４６７号





新湘南バイパス





高齢者、障がい者等の自立した日常生活及び社会生活を確保するために必要とされる施設を抽出し、施設数を表５－１に、位置図を図５－１に示す。


抽出された施設は公共施設51施設、商業施設39施設、病院14施設、福祉施設57施設、学校・保育園167施設、その他施設（観光地等）16施設の計344施設である。








